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本
市
は
平
成
18
年
度
に
｢住
む
人
が
輝

き　

来
る
人
が
や
す
ら
ぐ　

幸
せ
度
の
高

い
ま
ち
｣を
将
来
像
と
す
る
大
田
原
市
総

合
計
画
｢新
大
田
原
レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ラ
ン
｣

を
策
定
し
、
｢住
ん
で
よ
か
っ
た
｣｢住
み

た
い
｣と
思
わ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
す
す

め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
前
期
基
本
計
画
が
平
成
23

年
度
で
終
了
し
た
こ
と
か
ら
、
平
成
24
年

度
か
ら
５
年
間
を
計
画
期
間
と
す
る
後
期

基
本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の

概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

本
市
の
総
合
計
画
は
10
年
間
の
ま
ち
づ

く
り
の
指
針
と
な
る
基
本
構
想
と
５
年
間

ご
と
の
具
体
的
な
施
策
を
示
し
た
基
本
計

画
お
よ
び
２
年
ご
と
の
主
要
事
業
を
財
源

の
裏
付
け
と
と
も
に
示
し
た
実
施
計
画
か

ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
前
期
基
本
計
画
の
進
捗
状
況
の
確
認

　

後
期
基
本
計
画
策
定
に
あ
た
り
、
庁
内

組
織
で
あ
る
策
定
委
員
会
に
お
い
て
前
期

基
本
計
画
の
成
果
の
検
証
と
本
市
が
抱
え

る
課
題
の
分
析
を
行
い
ま
し
た
。

○
前
期
で
の
主
な
取
り
組
み

・
保
健
、
福
祉
施
策
、
子
育
て
支
援
、
高

　

齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り

・
地
域
間
格
差
解
消
の
た
め
の
道
路
・
通

　

信
網
な
ど
の
ハ
ー
ド
事
業
の
実
施

○
本
市
が
抱
え
る
課
題

・
人
口
減
少
と
少
子
・
高
齢
化
社
会
へ
の

　

対
応

・
産
業
振
興
と
雇
用
の
創
出
に
よ
る
地
域

　

経
済
の
活
性
化

②
将
来
人
口
の
見
通
し

　

本
市
の
人
口
は
、
平
成
17
年
か
ら
減
少

傾
向
に
あ
り
、
平
成
22
年
国
勢
調
査
で
は

７
万
７
７
２
９
人
で
し
た
。
ま
た
、
年
齢

構
成
で
は
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
人
口
が

15
歳
未
満
の
年
少
人
口
を
上
回
る
結
果
と

な
っ
て
お
り
、
今
後
も
高
齢
化
が
進
む
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
人
口

の
推
移
を
み
る
と
、
５
年
後
の
平
成
28
年

に
は
７
万
５
５
０
０
人
に
ま
で
減
少
す
る

と
推
計
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
後
５
年

間
で
は
子
育
て
支
援
施
策
、
産
業
振
興
施

策
な
ど
の
人
口
誘
導
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、

現
在
の
人
口
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
を
目

標
と
し
て
、
将
来
推
計
人
口
を
７
万
７
５

０
０
人
と
設
定
し
ま
し
た
。

③
市
民
意
識
調
査
結
果

　

平
成
22
年
に
実
施
し
た
意
識
調
査
で
は
、

住
み
や
す
さ
に
つ
い
て
は
５
年
前
の
同
様

の
調
査
か
ら
５
・
３
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
、

73
・
４
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
定

住
意
向
や
大
田
原
市
へ
の
愛
着
心
に
つ
い

て
は
、
｢住
み
続
け
た
い
(77
・
４
％
)｣

｢愛
着
が
あ
る
(71
・
２
％
)｣と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
５
年
前
の
調
査
と
ほ

ぼ
同
じ
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
将
来
望
ま
れ
る
ま
ち
に
つ
い
て

は
、
前
回
調
査
と
同
様
に
、
｢医
療
・
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
し
た
ま
ち
｣や
、
｢高

齢
者
・
障
害
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
｣、
｢豊
か
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
ま

ち
｣を
希
望
す
る
市
民
が
多
い
と
い
う
結

果
に
な
り
ま
し
た
。

④
市
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
推
進

　

｢市
民
一
人
ひ
と
り
が
主
役
と
な
る
住

み
よ
い
街
お
お
た
わ
ら
｣を
目
指
す
と
い

う
市
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
実
効
性
の
あ
る

も
の
と
す
る
た
め
に
は
、
行
政
分
野
を
超

え
た
取
り
組
み
が
必
要
と
考
え
、
極
め
て

優
先
度
の
高
い
事
業
を
重
点
テ
ー
マ
と
し

て
体
系
化
し
、
重
点
的
・
戦
略
的
に
推
進

し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
す
。

⑤
分
野
別
計
画

　

基
本
構
想
に
基
づ
く
将
来
像
実
現
の
た

め
に
必
要
な
７
つ
の
政
策
と
そ
れ
ぞ
れ
の

施
策
(40
施
策
)に
つ
い
て
方
針
を
示
し
て

い
ま
す
が
、
各
施
策
に
お
い
て
も
限
ら
れ

た
財
源
を
有
効
に
活
用
す
る
た
め
に
、
優

先
的
に
取
り
組
む
事
業
を
明
ら
か
に
し
ま

し
た
。

⑥
総
合
計
画
審
議
会
で
の
審
議

　

各
分
野
の
有
識
者
の
方
々
20
人
で
構
成

す
る
審
議
会
に
お
い
て
計
画
案
の
審
議
を

行
い
貴
重
な
ご
提
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
計
画
策
定
の
経
過
に
つ
い

て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
す
る
と
と
も

に
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
、

広
く
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
意
見
を
募
集

し
ま
し
た
。

　

後
期
基
本
計
画
の
構
成
は
次
の
ペ
ー
ジ

の
と
お
り
で
す
。

　

な
お
、
後
期
基
本
計
画
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
る
ほ
か
、
政
策
推

進
課
、
各
支
所
、
図
書
館
お
よ
び
各
地
区

公
民
館
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　
　

http://w
w
w
.city.ohtaw

ara.

　
　
　

tochigi.jp

■
問
い
合
わ
せ

　

政
策
推
進
課
政
策
企
画
係

　
　
　

(２
３
)８
７
０
１

将来像

基本
構想

（H19～28）
前期基本計画
(H19 ～ 23)
後期基本計画
(H24 ～ 28)
実施計画

（２年間の計画を毎年
ローリング方式で策定)

【
将
来
像
】　

　

基
本
構
想
に
基
づ
き

　
『
住
む
人
が
輝
き

　  

　
　
来
る
人
が
や
す
ら
ぐ

　  

　
　
　
　
幸
せ
度
の
高
い
ま
ち
』

　

の
実
現
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

大
田
原
市
総
合
計
画

　
　
　
　
後
期
基
本
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

大
田
原
市
総
合
計
画

　
　
　
　
後
期
基
本
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

大
田
原
市
の
総
合
計
画
に
つ
い
て

後
期
基
本
計
画
策
定
に
あ
た
っ
て
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政策１　明日に伝える文化と学びのまちへ
　伝統・文化を守り育て、次の世代へ誇りを持って
伝えるとともに、住民活動を支えるあらゆる人材を
育むため、だれもが学べる教育環境づくり、また意
欲的に創作活動やスポーツに取り組める環境づくり
を進めます。

政策２　健康と生きがいに満ちた福祉と医療のまちへ
　だれもが安心していきいきと健康で自立した生活
を営むことができるよう、保健・医療・福祉のサー
ビスを充実するとともに、大学、行政、企業そして
住民のネットワークを強化し、福祉と医療の充実し
たまちづくりを進めます。

政策３　自然と共生していくまちへ
　豊かな自然環境を市民共有の財産として保全する
とともに、地域の良好な生活環境を維持していくた
めに、リサイクルや自然エネルギー利用など資源循
環の仕組みを構築します。また、自然と暮らしが調
和した憩いの空間づくりを進めます。

政策６　安全・安心で市民活動がいきづくまちへ
　自然災害や火災・事故などに備えた防災基盤の整
備を図るとともに、地域ぐるみの防犯・防災体制を
確立し、誰もが安全で安心して暮らせる環境づくり
を進めます。

テーマ１　人を育むまちづくり
◆保育サービス事業の拡大
◆放課後児童対策の充実
◆子育て世帯への通園助成
◆各種健康診査、予防接種、医療費などの助成
◆教職員の資質向上と言語活動の充実
◆教育施設の充実
◆青少年の地域社会活動への参加促進

テーマ２　安全・安心な暮らしを守るまちづくり
◆災害発生時の避難対策
◆消防施設の整備
◆物資や資機材の計画的な備蓄
◆自主防災組織の拡充
◆地域防犯ネットワークの推進
◆新エネルギーの活用促進

テーマ３　活力あふれるまちづくり
◆農産物の品質向上
◆農産物ブランド化
◆地場産業の活性化
◆６次産業化の推進
◆産学官連携や事業所間連携による大田原ブラ
　ンドの創出
◆中小企業の中核を担う人材育成

テーマ４　人にやさいしいまちづくり
◆高齢者の社会活動への参加促進
◆介護予防対策の充実
◆地域福祉ネットワークづくり
◆障がい者の地域移行、社会参加の推進
◆バリアフリー化のための道路整備
◆バス路線の充実

テーマ５　健康でいきいき暮らせるまちづくり
◆ライフステージに応じた健康づくり
◆早期発見と適正医療
◆慢性疾患の重症化予防
◆市民一人１スポーツの推進
◆地域保健医療対策の充実
◆広域的な救急医療体制の充実

テーマ６　人が輝くまちづくり
◆ボランティア・ＮＰＯなどの活動の促進
◆地縁を生かした地域活動の充実
◆自治基本条例の制定・推進
◆窓口サービスの質の向上
◆観光資源を活用した交流促進
◆グリーン・ツーリズムの振興
◆国際医療福祉大学生の地域活動への参加

◆印は具体的な取り組みを例示しています。

政策４　活力みなぎる豊かな産業のまちへ
　バランスよく根付いた農林業・工業・商業のさら
なる活性化を図るとともに、市内外から人が集まる
魅力ある観光産業やコミュニティビジネスを支援
し、だれもが働くことができ、活気があふれるまち
づくりを進めます。

政策５　人にやさしい快適なまちへ
　道路や上下水道、公共施設などの整備を図るとと
もに、バランスのよい土地利用を図り、周辺環境に
配慮した適正な都市基盤づくりを進めます。また、
公共交通の利便性や居住環境の快適性を向上し、人
にやさしい生活空間づくりを進めます。
　市政運営においては、住民と行政との信頼関係に
基づくパートナーシップを築き、市民・事業者・行
政の協働による活力あるまちづくりを進めます。

政策７　健全な自治体経営のまちへ
　効果的・効率的な行政運営を行うとともに、積極
的な情報公開、電子自治体の確立を推進します。ま
た、広域的に取り組むことで高い効果が得られるサ
ービスについては、近隣自治体との連携により推進
します。

重  点  テ  ー  マ
市長マニフェストに基づき、行政分野を超えて
優先的に取り組むべき課題を体系化しています

分  野  別  計  画
将来像実現のために必要な7つの政策に基づく40の
施策についてそれぞれの方針を示しています
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